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4２ ４３鳥取県部落実態調査結果（概要）

に
よ
り
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
部
落
に
共
通
す
る

問
題
を
と
ら
え
る
視
点
も
重
要
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
各
地
区
固
有

の
問
題
を
い
か
に
把
え
る
か
と
い
っ
た
点
も
重
要
で
あ
り
、
特
に
農

村
部
落
を
い
く
つ
か
類
型
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
比
較
考
察
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
方
法
論
上
、
分
析
上
の
問
題
点
は
あ
る
が
、
今
回
の
調

査
に
よ
る
現
時
点
の
鳥
取
に
お
け
る
部
落
の
実
態
の
概
要
に
つ
い
て

落
解
放
運
動
の
前
進
、
国
・
県
・
市
町
村
自
治
体
の
行
政
施
策
の
推

進
の
成
果
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
表
面
的

な
数
字
だ
け
を
み
て
、
手
ぱ
な
し
で
喜
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
次
に

明
ら
か
に
さ
れ
る
ご
と
く
、
部
落
世
帯
の
年
収
は
、
県
平
均
に
比
べ

て
極
端
に
低
く
、
し
か
も
、
近
代
産
業
市
場
か
ら
疎
外
さ
れ
た
部
落

の
人
々
の
生
活
の
上
に
、
こ
の
一
見
豊
か
な
住
宅
事
情
が
大
き
く
の

し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
新
築

資
金
の
返
済
、
高
額
の
固
定
資
産
税
等
に
よ
る
家
計
の
圧
迫
を
！

た
だ
こ
う
し
た
部
落
の
住
宅
状
況
が
部
落
に
対
す
る
「
ね
た
み
意

識
」
の
中
核
に
あ
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
事
実
で
あ
り
、
住
宅
事

情
に
お
い
て
部
落
よ
り
は
る
か
に
劣
悪
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
人

々
が
多
く
存
在
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
た
し
か
に
部
落
は
闘
い
に

よ
っ
て
こ
う
し
た
状
況
を
か
ち
と
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に

部
落
外
の
事
情
が
こ
の
よ
う
に
ひ
ど
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、

共
に
行
動
す
る
よ
う
な
形
で
の
運
動
を
進
め
、
意
識
を
変
革
す
る
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
が
今
ま
さ
に
要
請
さ
れ
て
い
ろ
と
い
え
よ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
領
家
氏
の
次
の
指
摘
は
極
め
て
重
要
な
も

の
と
い
え
る
。

「
現
在
、
部
落
調
査
は
多
く
の
と
こ
ろ
で
依
然
と
し
て
、
一
般
地

区
と
の
比
較
の
問
題
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
ろ
。
し
か
し
、
現
状
で

も
、
被
差
別
部
落
の
改
善
が
眼
に
見
え
た
場
合
、
〈
逆
差
別
〉
と
い

っ
た
こ
と
ば
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
比
較
と
い
っ
た
相
対
的
な
方
法

述
べ
て
み
た
い
。

世
帯
に
つ
い
て
み
て
み
ろ
と
、
家
族
類
型
別
世
帯
数
の
構
成
比
に

て
部
落
と
鳥
取
県
全
体
を
比
較
し
た
場
合
、
第
一
に
い
え
る
こ
と

は
、
部
落
の
方
に
核
家
族
世
帯
が
少
な
い
こ
と
（
部
落
四
四
・
五

％
、
鳥
取
県
六
○
・
五
％
）
、
そ
し
て
第
二
に
「
非
親
族
世
帯
と
の

同
居
」
が
鳥
取
県
全
体
よ
り
二
八
・
一
％
も
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
前
者
は
核
家
族
化
の
進
行
の
お
く
れ
と
も
言
え
る
が
、
こ

の
二
点
に
よ
り
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
部
落
に
お
け
る
世
帯
の
小
規
模

化
は
一
般
的
な
「
核
家
族
化
」
の
方
向
を
と
ろ
の
で
は
な
く
、
部
落

差
別
（
就
労
差
別
等
に
も
と
づ
く
）
を
原
因
と
す
る
家
族
の
解
体
化

と
し
て
現
象
化
し
て
い
ろ
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
年
齢
構
造
で
先
ず
目
に
つ
く
こ
と
は
、
部
落
の
老
人
の
割

。
ｊ
←
少

１
，
世
帯
に
つ
い
て

白
‐
』

合
が
県
の
平
均
よ
り
少
な
く
、
部
落
の
場
合
は
や
は
り
苛
酷
な
労

働
、
劣
悪
な
衛
生
環
境
等
に
起
因
す
る
部
落
差
別
の
結
果
、
短
命
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
。
ま
た
、
県
平
均
よ
り
「
一
一
十
才
’
一
一
十

九
才
」
の
年
齢
層
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
原
因
と
し
て

は
、
「
大
学
へ
の
進
学
率
が
少
な
い
こ
と
、
仕
事
保
障
の
不
十
分

さ
、
地
区
外
に
進
出
し
て
も
定
着
が
む
ず
か
し
く
、
部
落
に
帰
ら
ざ

る
を
え
な
い
こ
と
」
等
が
類
推
さ
れ
ろ
。

は
、
競
争
と
相
互
の
差
別
の
応
酬
を
導
く
と
思
わ
れ
ろ
。
こ
の
相
互

差
別
の
相
対
的
独
立
も
無
差
別
に
通
ず
ろ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
が
、

今
一
つ
は
絶
対
的
な
く
差
別
の
な
い
社
会
〉
へ
の
見
通
し
を
つ
け
る

こ
と
で
あ
る
。
後
者
は
す
べ
て
の
も
の
が
、
そ
れ
な
り
に
意
味
を
も

ち
、
相
互
に
一
つ
の
全
体
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
矛
盾
を
隠
蔽
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
矛
盾
を
積
極
的
に
取
り

（
１
）
 

出
し
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
」

次
に
健
康
状
態
に
つ
い
て
見
る
と
、
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
ろ
。

㈹
六
十
才
以
上
の
病
弱
者
が
全
国
の
二
倍
に
達
し
て
い
る
こ
と
、
回

有
病
率
が
部
落
は
一
一
一
六
・
五
％
と
全
国
の
一
一
一
倍
近
く
に
達
し
て
い
る

こ
と
、
ｈ
全
国
と
比
較
し
部
落
で
は
、
腰
・
肩
・
ひ
ざ
の
疾
患
及
び

胃
腸
障
害
が
め
だ
っ
て
多
い
こ
と
。
こ
れ
は
就
労
条
件
の
悪
さ
と
さ

ら
に
生
活
環
境
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。

部
落
に
お
け
る
生
計
費
の
源
泉
を
見
て
み
ろ
と
、
顕
著
な
の
は
部

落
の
場
合
「
家
族
か
ら
の
仕
送
り
や
贈
与
」
が
一
四
・
三
％
も
あ

り
、
県
平
均
の
約
六
倍
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
明
確
で
は

な
い
が
、
部
落
に
は
、
県
外
に
他
出
し
た
家
族
に
よ
る
仕
送
り
に
よ

っ
て
生
計
費
を
得
て
い
る
世
帯
が
、
県
平
均
よ
り
は
る
か
に
多
く
存

在
す
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
表
２
で

顕
著
な
こ
と
は
「
生
活
保
護
が
主
な
世
帯
」
が
県
平
均
一
・
一
％
の

約
四
倍
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
部
落
差
別
の
結

果
と
し
て
の
不
安
定
な
生
活
基
盤
を
表
わ
し
た
数
字
と
い
え
る
。

次
に
世
帯
年
収
を
見
て
み
ろ
と
、
部
落
の
一
世
帯
当
り
の
平
均
年

収
は
、
’
’
六
九
・
九
万
円
で
あ
り
、
｜
人
当
り
の
平
均
年
収
は
六
五

万
円
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
県
全
体
の
一
世
帯
当
り
の
平
均
年

住
宅
の
所
有
状
況
は
部
落
の
持
家
九
一
・
八
％
、
｜
方
県
の
持
家

七
五
・
三
％
と
部
落
の
方
が
多
く
、
又
一
世
帯
当
り
の
畳
数
も
、
部

落
四
一
一
一
・
六
畳
、
県
平
均
三
一
一
一
・
六
畳
と
な
っ
て
お
り
、
一
応
、
部

２
、
健
康
に
つ
い
て

４
、
生
計
費
に
つ
い
て

３
、
住
宅
に
つ
い
て
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必
収
は
、
四
一
七
・
四
万
円
、
一
人
当
り
の
平
均
年
収
は
九
八
・
一
万

円
で
あ
る
（
’
九
八
二
年
勤
労
者
世
帯
）
。
こ
の
数
字
は
、
調
査
方

法
、
対
象
、
調
査
時
点
が
異
な
り
、
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
無
理
だ

が
、
そ
れ
で
も
部
落
の
方
が
県
平
均
を
は
る
か
に
下
ま
わ
っ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
、
世
帯
主
の
年
齢
、
階
層
別
の
一
世

帯
当
り
の
年
収
を
全
国
平
均
と
比
較
し
た
時
、
三
十
才
代
の
年
収
は

全
国
平
均
よ
り
も
約
一
五
○
万
円
も
低
く
、
さ
ら
に
世
帯
主
年
齢
二

十
才
代
の
年
収
は
、
全
国
平
均
の
約
六
分
の
一
し
か
な
い
。
表
３

は
、
世
帯
主
の
年
齢
収
入
別
分
布
状
態
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

一
一
一
十
才
代
の
年
収
二
九
九
万
円
以
下
が
実
に
七
一
八
・
一
％
も
あ
り
、

四
十
才
代
の
年
収
に
お
い
て
も
、
一
九
九
万
円
以
下
が
三
八
・
七

％
、
二
○
○
１
一
一
九
九
万
円
が
一
一
一
一
一
・
一
｜
％
と
な
っ
て
い
ろ
。
こ
こ

に
も
、
部
落
差
別
、
す
な
わ
ち
生
産
関
係
か
ら
除
外
さ
れ
た
極
め
て

低
い
収
入
と
い
う
差
別
の
現
実
が
あ
る
。

ま
た
、
部
落
の
一
世
帯
当
り
の
月
平
均
生
活
費
は
、
一
○
・
七
万

円
（
世
帯
員
一
人
当
り
一
・
一
万
円
）
で
あ
り
、
鳥
取
県
全
体
の
一

世
帯
当
り
の
月
平
均
生
活
費
（
消
費
支
出
）
は
一
二
・
七
万
円
（
｜

人
あ
た
り
五
・
｜
万
円
）
で
あ
る
。
直
接
比
較
す
る
に
は
無
理
が
あ

る
が
、
し
か
し
、
部
落
の
平
均
生
活
費
は
、
県
平
均
の
約
五
○
％
程

度
で
あ
る
こ
と
は
推
察
で
き
ろ
。

|い

表３．世帯主年令別年収分布
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(注）年齢不明を除く

①
就
労
の
有
無

表
１
に
よ
る
と
、
就
労
者
自
体
は
鳥
取
県
全
体
と
ほ
と
ん
ど
差
が

な
い
。
た
だ
男
女
別
に
み
て
み
ろ
と
、
部
落
の
男
子
就
労
者
は
鳥
取

県
全
体
よ
り
約
六
％
低
い
。
さ
ら
に
働
い
て
い
る
状
況
を
み
ろ
と
、

部
落
で
は
、
就
労
者
の
う
ち
「
毎
日
続
け
て
働
い
て
い
ろ
」
も
の
は

五
一
％
、
〒
万
鳥
取
県
全
体
は
五
八
・
八
％
に
な
っ
て
お
り
、
約

七
・
一
八
％
の
差
が
出
て
い
ろ
。
特
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
鳥
取
県
男
子
全
体
の
七
八
・
一
％
が
「
毎
日
就
労
し
て
い

ろ
」
の
に
対
し
、
部
落
の
男
子
就
労
者
で
は
、
そ
の
五
六
・
八
％
し

か
毎
日
働
い
て
お
ら
ず
、
実
に
二
○
％
以
上
の
格
差
が
存
在
す
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
逆
に
「
時
々
働
い
て
い
ろ
」
男
子
就
労
者
は
、

部
落
の
場
合
一
六
・
五
％
も
存
在
す
る
の
に
対
し
、
鳥
取
県
全
体
の

男
子
就
労
者
の
場
合
は
○
・
九
％
し
か
存
在
せ
ず
、
そ
の
格
差
は
約

二
○
倍
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
表
２
の
年
齢
別
集
計
が

よ
り
一
層
明
白
に
示
し
て
い
ろ
。
す
な
わ
ち
、
「
と
き
ど
き
働
い
て

い
ろ
」
も
の
が
年
齢
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
増
加
し
て
お
り
、
部
落

差
別
の
減
少
を
み
せ
な
が
ら
も
、
な
お
残
存
し
つ
づ
け
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ろ
。

５
、
就
労
状
況
に
つ
い
て

～ 

表２．鳥取県平均と比較生計費の源泉の構成比表１

工
房
巨
牒

区分
199万円
以下

万円
200～299 

万円
300～399 

万円
400～499 

500万円
以上

計

29才以下
実数

構成比％

1４ 

4８．３ 

９ 

3１．０ 

６ 

2０．７ 

2９ 

100.0 

30～39才
実数

構成比％

5６ 

4３．７ 

4４ 

3４．４ 

１９ 

､８ 

７ 

5.5 

２ 

1.6 

128 

100.0 

40～49才
実数

構成比％

6５ 

38.7 

3９ 

23.2 

3５ 

20.8 

1４ 

8.4 

1５ 

8.9 

168 

100.0 

50～59才
実数

構成比％

4９ 

2６．２ 

4６ 

2４．６ 

3４ 

1８．２ 

3４ 

1８．２ 

3４ 

1２．８ 

187 

100-0 

60才以上
実数

構成比％

8４ 

4４．７ 

3７ 

1９．７ 

3１ 

1６．５ 

1６ 

8.5 

2０ 

1０．６ 

188 

100.0 

計
実数

構成比％

268 

3８．３ 

175 

2５．０ 

125 

1７．９ 

7１ 

1０．１ 

6１ 

８．７ 

700 

100.0 

国調の収入区分 鳥取県 部 落

１． 
ｲﾆi=事Ｆ
が主

に

な
よる収入
世;帯：

％ 

7５．６ 

００ 

■Op 

7３．９ 

2．仕送りが主な世帯 2.5 1４．３ 

3． 
年金・恩.絵が主
な世帯

６．７ 5.5 

４． 
生活保言蔓が主な
世邦；

1.1 4.5 

5．その他 1４．１ 1.8 

計 100.0 100.0 

収入区分 世帯数 割合％

１． 
１１t帯主・世帯主の配偶者
などの仕事による収入

545 7３．７ 

2．家族からの仕送りや贈与 106 1４．３ 

3．年金・恩給など 4１ 5.5 

4．生活保護 3３ ４．５ 

５． 
その他(個人給付､貯金の
引き出し、不明含む）

1４ 2.1 

回答計(複数回答） 739 100.0 

世帯計 708 9５．８ 



理
就
労
の
有
無
（
性
別
）

表
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年
齢
別
就
労
の
有
無
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計 男 女 不明

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

(1)健康保険 645 1５．７ 307 1５．４ 331 1６．１ ７ 
' 

1０．９ 

(2)厚生年金 645 1５．７ 300 1５．０ 336 1６．３ ９ 1４．１ 

(3)雇用保険 429 1０．４ 202 1０．１ 220 1０．７ 〔Ｉ 1０．９ 

(4)労災保険 441 1０．７ 236 1１．８ 195 9.5 1０ 1５．６ 

(5)退職金 373 9.1 175 ８．８ 193 ９．４ ５ ７．８ 

(6)有給休暇 377 9.2 174 ８．７ 197 9.6 ６ ９．４ 

(7)生理休暇 128 3.1 4５ ２．３ 7９ ３．８ ４ 6.3 

(8)賞与 554 1３．５ 255 1２．８ 291 1４．２ ８ 1２．５ 

(9)労働組合 180 ４．４ 8０ 4.0 9８ 4.8 ２ 3.1 

(１０いづれも無い 297 7.2 195 9.8 9８ 4.8 ４ ６．３ 

(１，不明 4８ 1.2 2８ 1.4 1８ ０．９ ２ ３．１ 

Ｎ計（実数） 4,117 1.997 2.056 6４ 

部 落

計 男 女 不弱

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

鳥取県

計 男 女

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

(1) 
専門的・技術的・管
理的Iiiu業従事者

154 10.2 13.5 4３ 6.3 ７】 8.3 4０ ３ 2６ 14.6 1４ 9.5 

(2)事務従事者 116 7.7 3９ 4.8 7６ 11.1 Ｉ 4.2 ７】５ ９ ● ②０ １ 2４ 13.5 ８ ７】 18.9 

(3)販売従事者 9１ 6.0 3３ 4.1 ６ Ｐ０ 8.2 ７］ 8.3 3８ １１．７ ０ ７】 11.2 lＳ ワ

(4)農林･魚業作業者 7.9 6３ 7.8 Ｐ０ Ｐ０ 8.0 ２ 8.3 ９ 戸０ 181 2８ Ｐ〃１０● －０ １ 3１ ９ ● ０ ７》

(5)採鉱･採石作業者 ９ 0.6 ８ 1.0 1 0.1 

(6)運輸･通信従事者 ７】Ｐ０ 3.4 4９ 6.1 ２ 0.3 １ 4.2 1３ 4.0 １３ 7.3 

(7) 
技能エ・生産エ程
従業員

348 ８ 160 19.8 183 26.8 ３ 
Ｐ 

３ 8９ 27.3 、ノとＰ『Ｕ ７』● ９ ７】 3７ ０ ● －０ ２ 

(8)単純労働者 337 ３ 29.9 ’０ ８ ６ 10 41.7 １１ 3.4 ６ 3.4 Ｐ０ 3.4 

(9)保安職業従事者 ロロ》● 0.3 ３ 0.4 I 0.1 ３ 0.9 ３ １．７ 

00サービス職業従事者 5.4 2８ 3.5 ４ 弩０ 7９ 2１ 6.4 ６ 3.4 ｌ ● Ｏ ｑＩ９▲ 

(l、その他 7.9 4０ 5.0 7８ lＬ４ ２ 8.3 

U2)不明 8４ 0.3 3４ 4.1 4９ ９】● Ｐｊ〃０ I ４７ 
▲●￣ 

計 1.515 100.0 807 100.0 684 100.0 7』 100.0 100.0 １７８ 100.0 148 100.0 
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5６ ５７鳥取県部落実態調査結果（概要）

を
ま
ず
取
り
あ
げ
て
み
た
い
。

①
結
婚
差
別

表
１
は
、
夫
婦
を
「
夫
婦
と
も
部
落
の
生
ま
れ
」
三
方
が
一
般

地
区
の
生
ま
れ
」
「
夫
婦
と
も
一
般
地
区
の
生
ま
れ
」
の
三
つ
の
ケ

ー
ス
に
区
分
し
て
、
結
婚
の
時
期
ご
と
に
そ
の
割
合
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
か
つ
て
、
部
落
で
は
夫
婦
と
も
に
部
落
民
同
士
で
結
婚
す

る
場
合
が
多
か
っ
た
。
表
に
よ
れ
ば
、
鳥
取
県
の
場
合
、
’
九
二
六

年
か
ら
一
九
三
四
年
に
は
「
夫
婦
と
も
部
落
」
が
九
七
・
七
％
、
し

か
も
敗
戦
後
京
都
府
の
よ
う
な
場
合
に
は
四
五
・
七
％
と
な
っ
た
の

に
比
較
し
、
鳥
取
で
は
、
現
在
な
お
六
四
・
一
％
の
高
率
を
占
め
て

い
ろ
（
ち
な
み
に
、
大
阪
府
四
二
・
四
％
）
。
そ
の
結
果
、
鳥
取
県

の
場
合
、
一
方
が
部
落
民
で
な
い
夫
婦
は
、
確
か
に
微
増
し
て
い
る

が
三
割
程
度
し
か
な
く
、
「
現
在
で
は
部
落
に
す
む
部
落
の
青
年
た

ち
の
約
半
数
が
部
落
外
の
青
年
と
結
婚
し
て
い
ろ
」
と
い
わ
れ
る
京

都
な
ど
と
比
べ
る
と
格
段
の
遅
れ
が
あ
る
。

こ
の
遅
れ
の
原
因
を
推
察
す
る
と
、
や
は
り
農
村
に
お
け
る
結
婚

の
際
に
最
も
重
視
さ
れ
た
家
柄
が
な
お
問
題
と
さ
れ
る
点
、
高
度
経

済
成
長
の
中
で
取
り
残
さ
れ
た
山
陰
農
村
地
帯
の
地
縁
的
・
血
縁
的

関
係
の
強
さ
等
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
た
だ
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
部

落
の
閉
鎖
的
な
諸
関
係
が
仕
事
あ
る
い
は
教
育
の
場
の
拡
大
に
よ
っ

て
破
ら
れ
、
社
会
的
に
活
動
す
る
領
域
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り
、
若

者
の
中
に
部
落
民
と
部
落
民
で
な
い
も
の
と
の
結
婚
が
増
加
し
だ
し

へ注
１ 
、_ノ

ろ
。そ
の
う
ち
、
最
も
多
い
の
は
結
婚
を
め
ぐ
る
差
別
で
二
八
・
七
％

で
あ
る
。
つ
い
で
部
落
周
辺
の
人
々
に
よ
る
差
別
で
二
五
・
四
％
、

さ
ら
に
学
校
で
の
差
別
一
四
・
七
％
、
就
職
・
職
場
で
の
差
別
二

二
％
等
と
な
っ
て
お
り
、
部
落
差
別
は
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
お

い
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

以
上
、
こ
の
調
査
を
分
析
し
な
が
ら
感
じ
た
こ
と
は
、
現
段
階
で

は
、
「
見
え
る
差
別
」
の
改
善
は
た
し
か
に
努
力
が
な
さ
れ
て
き
て

い
る
が
、
同
時
に
「
見
え
な
い
差
別
」
た
と
え
ば
就
労
や
教
育
等
々

の
実
態
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
態
に
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
た
「
同
一
の
〈
社
会
〉
に
所
属
す
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
と
い
う
差

別
者
の
側
の
意
図
」
を
見
ぬ
き
打
破
す
る
と
い
う
意
味
で
、
啓
発
活

動
の
必
要
性
は
一
層
増
し
て
き
て
い
ろ
と
い
え
よ
う
。

/‐、／■、

３２ 
、＿ノ、.〆

領
家
穣
『
社
会
的
な
差
別
と
は
な
に
か
」
大
阪
府
雇
用
開
発
協
会
、

九
○
’
九
一
頁

同
上
、
六
○
頁

師
岡
佑
行
『
現
代
部
落
解
放
試
論
』
柘
植
書
房
、
’
五
四
頁

た
傾
向
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
２
は
、
「
時
期
別
結
婚
差
別
の
体
験
」
に
つ
い
て
の
調
査
で
あ

る
。
こ
れ
は
部
落
民
と
部
落
民
で
な
い
も
の
が
結
婚
し
た
ケ
ー
ス
を

対
象
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
三
五
・
八
％
が
「
結
婚
差
別
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
ろ
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と

は
、
一
九
七
五
年
以
降
「
結
婚
差
別
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い

う
回
答
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
若
い
夫
婦

の
方
が
結
婚
差
別
に
直
面
し
た
率
が
高
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
同
時
に
、
た
し
か
に
部
落
民
で
な
い
も
の
と
の
結
婚
が
増
加
し

て
い
る
が
、
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
社
会
的
制
約
の
緩
和
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
決
し
て
個
々
人
の
部
落
に
対
す
る
差
別
意
識
は
解
消

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
、
私
は
師
岡
氏
の

「
少
な
く
と
も
近
代
化
が
差
別
意
識
を
弱
め
、
消
失
さ
せ
る
方
向
に

お
も
む
か
せ
て
い
る
徴
候
は
ほ
と
ん
ど
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な

（
３
）
 

い
。
」
と
い
う
指
摘
に
賛
同
す
る
。

②
被
差
別
体
験

上
述
の
よ
う
に
、
結
婚
を
通
し
て
部
落
差
別
は
な
お
厳
然
と
存
在

し
続
け
て
い
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
最
後
に
、
「
被
差

別
体
験
」
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

表
３
よ
り
明
白
な
よ
う
に
、
中
学
生
以
上
二
一
一
六
九
人
中
、
’
’

一
一
一
九
人
、
五
○
・
三
％
の
人
が
「
被
差
別
体
験
」
を
も
っ
て
い
ろ
。

す
な
わ
ち
回
答
者
の
ほ
ぼ
二
人
に
一
人
が
差
別
の
体
験
を
持
っ
て
い

部落の年令別学歴構造図２

初等教育卒4.9高等教育卒０．５ Ｏノ

ノ０

１５才～1９

Ｉ
 

20才～2９ ７ 
－ 

30才～3９

３
６
：
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図３．全県における年今別学歴構造（1980年）
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－/zii;ＺＩ 図５．読み書きの力の状況
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表１．時期別結婚相手
図４．高等学校卒業者の大学進学率
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調査年L」

結婚時期
一方が一般地

区の生まｽﾞし

夫婦とも部落

の生まれ

夫婦とも一般

地区の生まれ

1925年（大jlil4年）以前 2.2 9７．８ (） 

1926年～1934年（W{＃11元年～９年） 0）‘》
－．』

－ 

．／ (） 

1935年～1944年（昭和1()年～19年） 1．８ 9８．２ ０ 

1945年～1954年（WI{和20年～29年） 9.1 9().９ ０ 

1955年～1959年（昭和3()年～34年） 9.3 9０．７ ０ 

1960年～1964年（W{和35年～39年） 1９．８ ， 
●￣ ０ 

l〔)65年～1969年（ｉｉｉ'ｲﾈ'１４()年～44年） ､８ 7４．２ (） 

197()年～1974年（昭和45年～49年）
ワ

．』 6７．７ (） 

1975年～1979年（昭和50年～54年） 3１．２ 6８．８ (） 

1980年（W1和55年）以降 2５．９ 6４．１ ０ 

乱公 数'Ｍら、 １６.(） ８４.(） (） 






